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01  |  iJapan株式会社のご紹介

会社案内

iJapan株式会社

所在地 東京都足立区千住中居町17-20
マルアイビル5F-21

設立 2012年6月

グループ iGroup（アジア太平洋を中心に
学術流通事業を展開）

主な取引先 政府機関、国公私立大学、研究機関

主な事業内容

OpenAlex社 — OpenAlex member 日本における代理店

図書館リモートアクセスサービスの提供(MyLOFT)

科学論文の不正画像自動検出ツール（Imachek）

子供の虐待防止コンテンツの翻訳と普及（Evidentia 
Learning)
各種取次（Overton, Scite_, 言語運用能力テスト, RDA 
toolkit, Intelex past master、雑誌取次等）

MSP（数学系出版社）総代理店

目標　 次世代に繋げる学術情報
学術情報を介した社会貢献　



NPO法人OpenAlex
•米国の内国歳入法501(c)3非営利団体として法人化されてお

り、Principles of Open Scholarly Infrastructure（オープンな

学術基盤の原則）にコミットしていることもあり、買収される可能

性は低い

•501(c)3 nonprofit
OurResearchはオーナーいない、また、株式は発行なし

  公式登録会社名は “impactstory”
note: our official government name is “Impactstory.
•クラリベイト及びElsevierはunpaywall(openalex)のOAのデータベース

を利用

01  |  NPO法人OpenAlexのご紹介



01  |  NPO法人OpenAlexのご紹介

Principles of Open Scholarly Infrastructure(POSI)

「オープンな学術基盤の原則」は、研究コミュニティを支援するオープ
ンな学術基盤を提供する組織やイニシアティブを運営・維持するため
のガイドラインを提供

CLOCKSS / CORE / COUNTER / Crossref / DataCite / DOAJ / Dryad / Europe PMC 
(EMBL-EBI) / HAL+ (CNRS) / JOSS / Liberate Science /Matilda / OAPEN and DOAB / OA 
Switchboard / OpenAIRE / OpenAlex(formerly OurResearch) / OpenCitations / OPERAS  / 
Peer Community In / Public Knowledge Project / ROR (CDL, Crossref, DataCite) / Royal 
Repository of Innovation and Studies / Sciety (eLife) / SciPost / Thoth Open Metadata / 
World Data System
 
2026.6.15現在、27組織・プロジェクトが賛同　それぞれの会社ごとに定期的にガイドラインに則っている
かのチェックが入ります。

https://blog.openalex.org/recommitting-to-the-principles-of-open-scholarly-infrastructure-posi/



02  |  OpenAlex名前の由来

アレクサンドリア図書館の誕生

紀元前3世紀、エジプト・アレクサンドリアに建設された 古代世界最
大の図書館

地中海交易の要衝として、世界中から船が停泊

入港した船の書物をすべて借り受け、書き写した上で返却

「人類の知識をすべて集める」 という壮大な使命

その精神が、2300年後の現代に蘇る

「すべての本を収集せよ」
 
アレクサンドリア港に入る船は書物を差
し出さなければならなかった。写本を作
り、原本または写本を返却した。
 
— プトレマイオス3世の勅令より



02  |  OpenAlex名前の由来

現代のアレクサンドリア図書館へ

古代 アレクサンドリア図書館

地中海の交易路を行き交う船の書物

書き写すことで知識を集積・保存

当時の人類知識の総体を目指す

戦火により失われた — 知識の断絶

現代 OpenAlex

インターネットを流通する学術論文や本やデータ

インデックス化することで知識を集積・保存

現代の学術知識の総体を目指す

CC0でオープン — ソースコードも提供し、誰でも複製・
再配布可能のため、知識は永続する

→



03  |  学術情報インフラの現状と今後： 閉じたインフラが生む格差

学術情報インフラの現状

高額なライセンス費用

各種引用系データベースは大学規模によっ
てアクセスに格差。予算削減が進む中、図
書館は毎年更新交渉を迫られる。

（業界関係者談）「オープンデータのクレンジ
ング・付加価値化の企業努力の対価として
高額な費用が正当化されている」
Zhang, L., Cao, Z., Shang, Y. et al. Missing institutions in 
OpenAlex: possible reasons, implications, and 
solutions. Scientometrics 129, 5869–5891 (2024). 
https://doi.org/10.1007/s11192-023-04923-y
※OpenAlexを含む学術DBの機関情報欠落問題を論じ
た研究。透明性のあるオープンインフラだからこそ課題
が可視化・改善できることを示す。

日本語論文の不可視性

商業DBは英語論文中心。J-STAGEや機関
リポジトリの日本語論文は過小収録され、日
本の研究貢献が過小評価される。

Mongeon, P., & Paul-Hus, A. (2016). The journal 
coverage of Web of Science and Scopus: a 
comparative analysis. Scientometrics, 106(1), 
213–228. 
WoSとScopusが英語圏・自然科学に偏り、非英語・人文
社会科学を過小収録していることを定量的に示した代表
的論文です。

ブラックボックスのデータ

収録基準について選定の判断プロセスや分
類手法の文書化が不十分である点
基盤データが有料・再利用制限つきで第三
者が検証・再現できない。

Waltman, L., Hinze, S., Scharnhorst, A., Schneider, J. 
W., & Velden, T. (2018). Exploration of reproducibility 
issues in scientometric research – Part 1: Direct 
reproducibility. Proceedings of STI 2018 (Leiden). 
計量書誌学研究の再現性を実証的に検討した論文で、
WoS・Scopus・Derwentといった書誌データソースは自
由にアクセスできず、特に大規模なデータアクセスは高
額で、多くの研究者にとってこれらに依拠した研究の再
現は実行不可能であると指摘しています。

学術情報のインフラが「私有化」されている  — これは研究コミュニティ全体の問題です

https://doi.org/10.1007/s11192-023-04923-y


03  |  閉じたインフラが生む格差 資金提供のパラドックス：成果データは誰のものか？

• 資金提供機関は研究エコシ
ステムを推進しているが、そ
のインパクトを証明するデー
タは商業出版社が独占して
いる。

• 「アクセス制限」によって利
益を生み出す現在の市場モ
デルは、透明性のある研究
評価の障壁となっている。

資金提供機関
(Funders)

商業的ペイウォール
(SciVal, Dimensions等)

$

高額なデータ買い戻し

研究者
(Researchers)

研究成果
(Publications)



03  |  学術情報インフラの現状と今後

今後の学術情報インフラ

AIを活用したプログラミング
APIを介したデータ収集

BilioMatrixに代表される書誌情報から研
究者が必要なデータを入手するために
は、単一のAPIで全ての分析ニーズを満
たすことは不可能であり、複数のAPIを適
切に組み合わせて必要な情報を得る。

Velez-Estevez et al. (2023) "New trends in 
bibliometric APIs" 

研究情報のオープン化に関す
るバルセロナ宣言

● マルチ言語対応（多様性と包摂
性）

● 公平な全世界からの収録（地域
的バイアスの解消）

● 機械が読みやすい方法でのデー
タ提供（機械可読性）

https://current.ndl.go.jp/car/224153

流通データをクリーンアップ

● 出版社とのCrossref出力時の
Affiliationデータの提供の交渉

● 自機関での登録データの補正

学術情報のインフラを「民主化」する  — このためには研究コミュニティでデータをクリーンアップする必要があります。



04  |  OpenAlex概要：317M件・CC0・完全無料・API

OpenAlexの概要

 317M+
学術論文・プレプリント

Crossref・PubMed・arXiv・DataC
ite等を統合

CC0
パブリックドメイン

書誌情報は自由に利用・再配布
可能

$0
完全無料

API・全データ無料（APIは利用制
限あり）

ROR
DOI

ORCID
永続識別子連携

機関・研究者・論文を一意に特定



Sources [28万件]:情報源

Publishers [1万件] :出版社

Institutions [11.7万件]: 機関

Works [5.09億件]: 業績

Funders [4.5万件]: 助成機関

Authors [1.18億件]:著者

Topics [4516件]：トピックス

Countries: [247件]: 国

04  |  OpenAlex概要

OpenAlex概要
人間が1件ずつ検索して読むためだけでなく、学術界全体
のデータをプログラムで一括取得・分析（科学計量学や
NLP、AI学習）するための巨大なグラフデータ基盤である
https://library.hkust.edu.hk/news-events/news/openalex-o
pen-database-papers-authors-institutions-and-more

https://api.openalex.org/counts ターゲットは人以上に機械です。

データ取得サービス開始： 2022年1月〜　MAGの後継
利用者向けWebインターフェース：2023年10月〜



OpenAlex概要

PIDを多く利用したシステム
-Orcid 
-DOI
-ROR(Research Organization 
Repository)
-FunderID
-GrantID

04  |  OpenAlex概要

Topics(4516)

ドメイン ： 物理科学

フィールド ： コンピューターサイエンス

サブフィールド ： 人工知能

トピック ： 自然言語処理



04  |  OpenAlex概要：DB比較

https://openalex.org/about#comparison



04  |  OpenAlex概要：なぜOpenAlex？　図書館員・URA・研究者の視点

なぜOpenAlexが必要か

図書館員

課題：毎年のライセンス更新・予算交渉に疲弊

→  完全無料・ CC0で知識へのアクセスを民主化。高額な商用引用データベースの代替として値
引き交渉、解約の場合は、解約予算を新コンテンツへ再配分。

University
Research 

Administrator

課題：機関の研究成果を可視化・評価したい

→  ROR連携で機関単位の研究ポートフォリオ分析が無料・自由に。 IRDB 3.7M(予定) KAKEN 
873,818件取込済み。 AMED・NEDOも対応予定。

研究者

課題：自分の論文が正当に評価されているか不安

→  商業DBの収録バイアスを超え、日本語論文・アジアの研究を公正に可視化。 ORCID連携で
研究者を一意に特定。



04  | OpenAlexの概要：既存データのクレンジング

なぜOpenAlexのデータのクレンジングが必要か

https://arxiv.org/html/2506.14430



04  |  OpenAlexの概要：既存データのクレンジング

なぜOpenAlexのデータのクレンジングが必要か
なぜ必要か？

Crossrefの情報には所属機関（Affiliation）情報がないものが含まれており、それをそのまま複製しているOpenAlexのデータにも、

所属機関情報が欠落したレコードが存在するからです。

弊社では、OpenAlexのデータベースを活用し、Elsevier社、Springer Nature社、Taylor & Francis社の全ISSNを対象に、2021年から2026
年にかけてOpenAlexの掲載の論文を各5本ずつ収集し、所属機関情報とROR IDの収録状況を確認しました。10％から20％のAffiliation
データまたはRORの欠落が確認されました。→ この課題はMember(+)のAffiliation Editorを活用し、研究コミュニティが協働でデータ品質

を改善できる仕組みがあります（次スライド参照）。

https://www.igroupjapan.com/solution/unsub/notes-on-numerical-analysis-of-unsub/



04  |  OpenAlex MemberプランとROI

OpenAlex Member(+) プラン

Member
$5k /年

オープンリサーチに取り組む機関向け

管理ダッシュボード（利用状況把握）

Affiliation Editor（著者・機関情報修正）

Unsubアクセス（ビッグディール分析）

Community Advisory Boardノミネート権

プロダクトチームとの四半期会議

ご推奨

Member+

$10k /年
大量APIデータを活用する機関向け

Memberの全機能

100万APIクレジット /日（単一キー）

Data Sync Service（日次データ更新）

Partner

$20k+ /年
オープンインフラを牽引する機関向け

Member+の全機能

高使用量研究者アカウント  × 5

年間5時間のコンサルティング

カスタム統合・分析・トレーニング

Member $5,000（約¥82-83万）≒  Unsubで回収可能   |  iJapanが導入サポートします



05  |  OpenAlexの取り込みデータの諸問題： Topicの割り当て

英語以外の文献の Topicの割り当て：　
 1論文にPrimary Topic（最スコア　1件）と複数のTopicsを持つ設計

☑

☑1000件のみ

◻試していない

◻試していない

◻試していない

◻試していない



05  |  OpenAlexの取り込みデータの諸問題：１箇所からハーベスティングして、複数箇所に保存

Source One harvesting(ex JaLC) ex
J-STAGE Data

Jstage

Jxiv

現状のOpenAlex

サンプル例：JaLC：　 １箇所のハーベスティングで複数箇所のソースとしての保存



05  |  OpenAlexの取り込みデータの諸問題： Local IDの統合とJaLC DOIの取り込み

Jalcの著者 ID

"ORCID"：ORCID

"RESEARCHMAP"：researchmap ID
"ERAD"：eRad研究者番号

"JGLOBAL"：J-GLOBAL ID
"NDL"：NDL典拠データ ID
"KAKENHI"：科研費研究者番号

その他は自由記述。

 
この色： OpenAlexの同定のための PID

Jalcの組織の ID affiliation_identifier

"FundRef":Open Funder Registry(OFR)から取得

"GRID":Global Research Identifier Database
"ISNI":International Standard Name Identifier
"ROR":Research Organization Registry
"NID":NISTEP大学・公的機関名辞書の機関ID
"WIKIDATA":Wikidata（RORにも収録）

"RINGGOLD":Ringgold
"Other":Other

この色：RORに含まれる

LocalIDの統合:　Jalcのサンプル 

OpenAlex の JaLC DOIの取り込みについて

OpenAlex の主なデータソースは Crossref と MAG（Microsoft Academic Graph）で、そこに ORCID、PubMed、
arXiv、DOAJ などが加わります。JaLC はリストに含まれていません。

Crossref 経由での間接収録：JaLC 登録コンテンツの一部は Crossref にも登録されているため、Crossref 経由で 
OpenAlex に入っているものがあります。ただし JALC 登録コンテンツの多くは Crossref には登録されておらず、その場

合は OpenAlex に収録されません。



06  |  OpenAlexの将来：断片化したオープンインフラの課題

次のOpenAlexは次のデータターゲットとして何
を考えているか？

パズルのピースは揃っているのに、全体像を描くハブが存在しない  — 特に助成金と研究成果の連結が未解決

Crossref (Funder Registry)

助成金DOIを保有するが、特定機関に偏り（132,000件）

CHORUS

出版社・ファンダー向けコンプライアンス監視API

ORCID

研究者主導の助成金リンク（UberWizard等）

Open Databases

360 Giving、EuropePMC等 — 分散したオープンDB群

これらのピースをつなぐ「エンジン」こそが、 OpenAlexの次のミッション



06  |  OpenAlexの将来：Wellcomeトラストから助成金を得て。。。

OpenAlex AI Engine : Funding Intelligence

断片化した4つのインフラをAIで統合し、グローバルな助成金知識グラフを構築することを検討中

OpenAlex
AI Engine

Crossref
助成金DOI

132k件→大幅拡張 →

ORCID
研究者主導の
助成金リンク →

CHORUS
コンプライアンス
監視API連携←

Open Databases
360 Giving

EuropePMC←

ロードマップ
目標
(2026-27)

1,000万件超の助成金メタデータを新規作成・拡
充し、1億件超の研究成果と直接紐付け 期待される

インパクト

CC0/MITライセンスで完全公開。 KAKENデータ取
り込み済みをだ一歩に、英語圏バイアスのないグ
ローバル標準知識グラフを確立を目指す



06  |  助成金と研究成果の連結

Knowledge Graphによる研究インパクト測定

1

波及効果分析

助成研究の引用が他分野に波及する
「誘発イノベーション」を測定
（例：AI→医療・経済学）

2

多様性・収束性の測定

助成金が特定トピックへ集中している
か（収束）、多様なアプローチを促進し
ているか（多様性）を評価

3

"埋もれた知識 " の特定

大型投資にもかかわらず引用ネット
ワークが断絶した研究を特定。投資効
率と隠れたギャップを評価

KAKEN（科研費）873,818件 — OpenAlex取り込み完了済み   |  今後：NEDO・AMEDへ対応拡大予定

研究インパクトの「見える化」を担う  — 機関価値向上への直接貢献



07  |  DOI・ORCID・ROR

永続識別子が支える「次世代への引き渡し」

DOI
Digital Object Identifier

1997年〜

「誰が(ORCID)」
「どこで(ROR)」
「何を(DOI)」
論文・データセット・ソフトウェアなど
に付与される永続的な URL。リンク
切れを防ぎ、50年後も同じ論文を参
照できる。

ORCID
Open Researcher and Contributor ID

2012年〜

「誰が(ORCID)」
「どこで(ROR)」
「何を(DOI)」
研究者に付与される一意の ID。改名
・機関移動があっても研究者の業績
を一意に追跡・引き継ぐことができ
る。

ROR
Research Organization Registry

2019年〜

「誰が(ORCID)」
「どこで (ROR)」
「何を(DOI)」
研究機関に付与される永続 ID。機関
名の表記揺れ・統廃合を超えて、機
関の研究実績を正確に集計・継承で
きる。

永続識別子の連携こそが、学術情報を「点」ではなく「ネットワーク」として後世に引き継ぐ基盤となる



07  |  ROR

日本でのRORの登録の問題
問題１：機関側で NISTEPの辞書を使って RORを割り振ったことを知らない。

問題２：大学名等が変わっても、誰もメンテナンスしていない。

問題３：運用ルールがない。

子機関の定義？関連機関の定義？住所が変わったら異なる ROR?

問題４：学内でどの部署がメンテナンスを担当するか決まっていない。

→ iJapanの取り組み：ROR登録・メンテナンスのベストプラクティス策定を支援し、論文については OpenAlexの
Affiliation Editorで修正フローを整備します。



07  |  ROR

日本でのRORの登録の問題



08  |  正しい学術情報を後世へ

我々の世代のミッション

「学術情報を次世代へ引き渡す」
 

商業的キュレーションに依存せず、研究コミュニティが協働でデータを磨き、無料で正確な情報を後世に残
していきたい。DOI・ORCID・RORという永続識別子の力を借り、学術情報の連鎖を未来へつなぐ。

Open

オープン

CC0ライセンス。誰も所有しない、誰もが
使える学術インフラ

Exact

正確

永続識別子で論文・研究者・機関を一意
に特定。表記揺れ・断絶を排除

Always

永続

出版社の商業的判断に左右されない。学
術情報は人類の共有財産
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